
－1－ 

 

中学生海外研修2025 

オーストラリア直送レポート 
2025.8.12 登校２日目 

ドリップストーン校グループ／教育委員会社会教育課 栗栖 

                    吉備中学校 平野  

 

パーマストン校グループ／教育委員会社会教育課 児玉 

                    八幡中学校 熊ノ郷 

 ［ドリップストーン校グループ］                                                

８月１２日（火）の主なスケジュール 

ドリップストーンに登校 → 2 班に分かれて授業（1 班：Digital Tech、STEM、音楽、柔道、 

Humanities 2 班：美術、日本語、体育、料理、音楽） 

 

登校 2 日目の朝、オーストラリアに来て数日経ち、疲れが出てきていないかと少し心配していました

が、生徒たちはホストファミリーと共に表情も朗らかに登校していました。 

Digital Tech の授業では NFT についての説明と共に、複数のコマで表すアニメーションを作成しまし

た。ドリップストーン校の生徒とペアになって、既存のアニメーションを編集し、自分たちのアニメーシ

ョンを作りました。異なるペア同士で自分たちの作品を見合ってコメントしたりと和やかな雰囲気の中、

過ごしました。 

 

体育の授業やお昼休みでは、「吉備中学校 VS ドリップストーン校」のバレーボール対決が行われ、大

変盛り上がりました。良いプレーや期待がかかっている様な場面では、体育館全体が音でいっぱいになる

ほどの拍手や歓声が上がりました。失敗を恐れたり、非難したりするのではなく、チャレンジすることや

楽しむことを大切にした暖かい雰囲気のなか両校の親睦を深める事ができました。 
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日本語の授業ではおにぎりを、料理の授業ではシンガポール料理を作りました。各班で役割を割り振り、

一緒に料理を楽しみました。 

 

２日目となると、一緒に授業を受けたり、休み時間を過ごしたりと生徒同士の関係性ができてきた様子

が見て取れました。待機している部屋に、呼びにきてくれたドリップストーン校の生徒に笑顔で駆け寄る

生徒たちの姿が印象的でした。 

たとえ自分が苦手なことであったとしても、挑戦し、仲間と協力しようとする姿がよくみられた１日で

した。 

オーストラリアの生徒たちとの交流を通じて、生徒たちは互いの違いや個性を認め合い、力を合わせて

楽しむ心地よさを実感しているのではないかと、その表情から感じられました。 
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［パーマストン校グループ］ 

８月１２日（火）の主なスケジュール 

中等部キャンパスに登校 → 授業（日本語） → 校外学習（クロコダイラススパーク） 

  

今日は、パーマストン校の中等部の学校で、1 時間目の授業を受け、その後は校外学習の日になって

います。今日も研修生はみんな元気に登校しました。体調が悪くなる人もなく、ホストファミリーとも

問題なく生活が送れています。 

朝、授業までの間に、パーマストンの生徒会の生徒達が来てくれて、研修生達に挨拶をしてくれまし

た。研修生達も英語で自己紹介をしたりするのにもだいぶ慣れてきました。 

1 時間目は日本語の授業でした。先生は、昨日の高校での日本語の先生と同じなので、授業の流れも

同じだったのですが、研修生は昨日の経験を生かして、積極的にパーマストンの生徒達に話しかけ、昨

日よりはスムーズにコミュニケーションがとれるようになりました。パーマストンの生徒達と話す時

も、緊張が和らぎ、日本にいる時のような表情になってきました。折り紙を一緒にしたり、けん玉をし

たり、自作のカルタで日本語を使ったり、日本から持ってきたお土産から話を広げたりと、みんな工夫

をしながら、パーマストンの生徒と交流していました。生徒の英語力も少しずつ上達していて、ホスト

ファミリーの言葉をすぐに理解したり、パーマストンの先生に「Paper, please」とごく自然に英語が

口から出るようになったりしてきました。 

 

日本語の授業が終わった後、バスでクロコダイラスパークという動物園に行きました。園内には、
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様々な動物がいて、カンガルー、ワニ、ディンゴ、エミューといったオーストラリアの動物はもちろ

ん、サル、クジャク（園内を自由に歩いている）、ミーアキャット、さらにライオンまで見ることが出来

ます。特に、ワラビー（小さなカンガルーのような動物）がいる広いエリアには、自由に入ることがで

きて、ワラビーに餌をあげたり、なでたりすることが出来ます。研修生達は、ワラビーとふれあいなが

ら、ゆっくりとした楽しい時間を過ごしていまし

た。また、この動物園では、ボートに乗って、す

ぐ近くでワニを見ることが出来ます。ガイドさん

が肉の塊を棒の先につけ、それをボートのすぐ横

に垂らすと、その肉を食べようとジャンプしま

す。普段の生活では見られない動物の姿を間近で

見ることができ、日本とは違う自然を感じること

が出来ました。 

学校が用意してくれた昼食をいただいたり、実

際にトカゲや蛇を持ったり、友達や家族にお土産

を買ったりと、充実した時間を過ごすことが出来

ました。 

 

明日は、高校で授業を受けた後、博物館見学の予定です。きっとまた明日も新しい体験をして、多く

を学ぶ 1 日になると思います。 

 

 


